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◇表紙写真説明◇

国内初の大型ニューマチックケーソン 2函体同時沈設施工
写真提供：㈱大林組

千住関屋ポンプ所は，東京都足立区において，局地的豪雨の発生などに伴う雨水流出量の増大に対応
するための施設である。　　

当該地は住宅密集地域であるため，作業時間，工事車両搬入台数および工事車両通行ルート等に制限
を受け，その上で事業成果の早期実現のために大幅な工期短縮を要請された。

そのため，大型ニューマチックケーソン 2 函体を離隔 2.0 m の近接で，50 m 以上の同時沈設を行う
という世界初の試みに挑戦した工事である。
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